



は じ め に
　昨年度に公表した拙稿「蔵訳『阿闍世王経』第Ⅱ章訳注研究」（『真宗総合




























































































AsP Aṣṭasāhasrikā Prajñāpāramitā: with Haribhadra’s Commentary Called 
Āloka, Vaidya, P. L. ed., the Mithila Institute of Post-Graduate Studies 
and Research in Sanskrit Learning, ₁₉₆₀.
BHSD Buddhist Hybrid Sanskrit Dictionary, Edgerton, F. ed., ₁₉₅₃. ?Reprint: 
Rinsen Book, ₁₉₈₅?
DKP Druma-kinnara-rāja-paripṛcchā-sūtra: A Critical Edition of the 
Tibetan Text ?Recension A? Based on Eight Editions of the Kanjur and 
the Dunhuang Manuscript Fragment, Harrison, P. ed., International 
Institute for Buddhist Studies, ₁₉₉₂.
MVy Mahāvyutpatti, 榊亮三郎編著『梵蔵漢和四譯對校飜譯名義大集』
₁₉₁₆?₁₉₂₅．（Reprint：国書刊行会、₁₉₈₁）
SP Saddharmapuṇḍarīka, Kern, H & Bunyiu Nanjio eds., Impr. de 




A タボ（Tabo）寺写本 No. ₁.₄.₁₅.₁ ?Running No. ₂₆?; Ke ₃₂, ₄₅, 
₄₇, ₅₀?₅₁, ₅₃, ₆₁, ₆₁?₇₅, ₇₇?₇₉b₂.（第Ⅳ章
? チベット大蔵経カンギュル諸本の〈阿闍世王経〉の情報については、ウィーン大学
Department of South Asian, Tibetan and Buddhist Studies に置かれたプロジェクト The 
Tibetan Manuscripts Project Vienna（TMPV）が作成したデータベース The Resources for 
Kanjur & Tanjur Studies（rKTs; https:??www.istb.univie.ac.at?kanjur?rktsneu?sub?index.
php：₂₀₁₇ 年 ₁₁ 月 ₂₅ 日確認）を利用した。
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は含まない）
B ベルリン写本 No. ₂₂₄: mdo sde, Tsha ₂₇₅b₅?₃₄₃a₂.
Ba バスゴ（Basgo）写本
7
No. ₄₉.₂: Mdo, Nga ₇₆a₂?₁₆₀b₄.
Bth バタン（Bathang）写本 No. ₅₇: Pa ₁₅₀a₆?₁₉₉b₁.
D デルゲ版 No. ₂₁₆: mdo sde, Tsha ₂₁₁b₂?₂₆₈b₇.
G ゴーンドラ（Gondhla）写本 No. ₂₆,₀₁: Ka₁b-₅
8
₁a₅.
He ヘーミス（Hemis）写本 ?I? No. ₄₈.₁: mdo, Nga ₁₃₃?₁₅₇a₆.（第Ⅹ章の
途中より）
Hi ヘーミス（Hemis）写本 ?II? mdo, Nga ₇₇?₈₁, ₉₁?₉₂, ₉₅, ₁₀₀, ₁₁₄?₁₁₈, 
₁₄₈?₁₅₂a₁.（第Ⅳ章は含まない）
J ジャンサタン（リタン）版 No. ₁₅₉: mdo sde, Tsha ₂₃₄b₂?₂₉₅a₆.
L ロンドン写本 No. ₁₆₆: mdo sde, Za ₂₇₃a₇?₃₅₄a₆.
N ナルタン版 No. ₂₀₁: mdo sde, Ma ₃₃₉a₄?₄₂₇b₆.
P 大谷北京版 No. ₈₈₂: mdo sna tshogs, Tsu ₂₂₀a₅?₂₈₁a₅.
Ph プクタク（Phug brag）写本 No. ₂₈₉: mdo sde, Ke ₁b₁?₈₅b₃.
S トク宮（Stog Palace）写本 No. ₂₂₃: mdo sde, Za ₂₆₆b₇?₃₅₁a₇.
T 東京写本 No. ₂₂₃: mdo sde, Za ₂₄₇a₈?₃₂₁a₈.







  ［第Ⅱ章：バスゴ写本（Ba）］§₁ ₈₈b₃?; §₂: ₈₈b₇?; §₃: ₈₉a₅?; §₄: ₈₉b₃?; §₅: ₉₀b₂?; §₆: 






Eimer, Helmut ?₁₉₉₃? Location List for the Texts in the Microfiche Edition of 
the Phug brag Kanjur: Compiled from the Microfiche 
Edition and Jampa Samten’s Descriptive Catalogue, 













究所研究紀要』第 ₃₄ 号、pp. ₇₇?₉₇。
村上真完校註［₁₉₉₄］「阿闍世王経」『阿闍世王経・文殊師利問経他』（新国
訳大蔵経?、文殊経典部?）pp. ₃₆?₈₉、₂₄₉?₃₅₀。























? 【護】巻中「幼童品第四」【天】巻第三、定方［₁₉₈₉：₆₃］「第 ₁₁ 節　三児の心ざし」
₁₀ 本稿の導入でも触れたように、以降 §₁₀ の末尾に至るまで、釈尊が舎利弗に語りか
けるという独白の形式で物語が展開する。特に訳文中に明記はしないが、本節以降、
§₁₀ 末尾まで釈尊による発言が続く。
₁₁ 蔵訳の thams cad mkhyen pa は通例「一切智者」（*sarvajña）の訳語として知られる
（Cf. MVy ₁₄ etc.）。本訳注でもそのように理解して問題のない箇所はそのように訳出
するが、この箇所ではそのまま「一切智者」とすることは難しく、通例 thams cad 





₁₃ thams cad zil gyis gnon pa: *Sarvābhibhū（Cf. MVy ₈₅₂）【讖】「一切度」【護】「一切
達」【天】「具足功徳」「具諸功徳」
   BHSD s.v.によれば、*Sarvābhibhūという名は Mahāvastuでは釈尊に授記を与えた過












































₁₇ mngon par ’phags pa: *Abhyudgata（MVy ₆₃₈₈）【讖】「莫能勝」【護】「超殊」【天】「出
現」　BHSD s.v.によれば、Abhyudgata という名称は Gaṇḍavyūha では仏の名称として
言及されるようである。



























    【讖】 「有尊比丘名悔智，随仏後而侍之」（悔智という名の尊い比丘がいて、仏のあ
とに付き随った）
    【護】 「智慧博聞最殊勝者随従仏後」（智慧と博く聞くこと（＝多聞）に最も優れた
ものが仏のあとに随った）
    【天】 「余声聞衆俱従仏後」（残りの声聞が仏のあとに付き随った）










































































    【讖】 「是二兒各各有是願已，復共問一兒：?若願何等？?」
    【護】 「於時二童謂一童曰：?族姓子！以斯徳本欲誓何願？?」
























₂₈ blo gros rgya mtsho: *Sāgarabuddhi.【讖】「沙竭」「沙竭勃」【護】「海意」【天】「海慧」
  【讖】にみえる「沙竭勃」からここでの原語は *Sāgarabuddhi である可能性が高い。一





























    【讖】 「挙其一足時，却其罪百劫。如下一足，後事事当更百遮迦越羅如是数」
    【護】 「一一歩中，超越百劫終始之患。其一挙足功徳之本，當更百臨転輪聖王」




     atha khalu sa rājā Śubhavyūhaḥ sā ca Vimaladattā rājabhāryā śatasahasramūlyaṃ 
muktāhāraṃ bhagavata uparyantarīkṣe ’kṣaipsīt ? samanantarakṣiptaś ca sa muktāhāras 
tasya bhagavato mūrdhni muktāhāraḥ kūṭāgāraḥ saṃsthito ’bhūc caturasraścatuḥsthūṇaḥ 
samabhāgaḥ suvibhakto darśanīyaḥ ? tasmiṃś ca kūṭāgāre paryaṅkaḥ prādurbhūto 
’nekadūṣyaśatasahasrasaṃstṛtaḥ ? tasmiṃś ca paryaṅke tathāgatavigrahaḥ paryaṅka-
baddhaṃ saṃdṛśyate sma ? （SP p. ₄₆₈, ll. ₅?₁₀）






  これに類する記述が DKP §₉A（T No. ₆₂₄ ₁₅.₃₆₀c₁₇?₂₂; T No. ₆₂₅ ₁₅.₃₇₉c₂₉?₃₈₀a₆）や
『転女身経』（T No. ₅₆₄ ₁₄.₉₁₉c）などにも確認できる。
₃₁ 【天】のみ「所献瓔珞住於仏前」（献じられた首飾りは仏の前に置かれた）と造る。
₃₂ skyil mo krung bcas shing bzhugs: *nyaṣīdat paryaṅkam ā √ bhuj（MVy ₆₂₈₃ 参照）
   ただし、【讖】【護】では「結跏趺坐」という言葉はみえず、ともに「腰掛」（「床」「床


















     atha khalu bhagavāṃs tasyāṃ velāyāṃ smitaṃ prādurakarot ? dharmatā khalu punar 
eṣāṃ buddhānāṃ bhagavatām - yadā smitaṃ prāduṣkurvanti, atha tadā nānāvarṇā 
anekavarṇā raśmayo bhagavato mukhadvārān niścaranti - tadyathā nīlapītalohitāvadāt
amāñjiṣṭhasphaṭikarajatasuvarṇavarṇāḥ ? te niścarya anantāparyantān lokadhātūn 
ābhayā avabhāsya yāvad brahmalokam abhyudgamya punar eva pratyudāvṛtya bhaga-
vantaṃ triḥ pradakṣiṇīkṛtya bhagavato mūrdhany antardhīyante ?? （AsP Ch. XXVIII, 
p. ₂₂₆, ll. ₁₀?₁₄.）














₃₄ 先に掲げた AsP の用例にも見えるようにここで「ならわしとして」と訳出した言葉
は *dharmatāと比定される。dharmatāは通常「法性」と訳出されることが多いが、上
掲の梶山他による AsP の翻訳や BHSD s.v.での解説を参照して、ここでは「ならわし
として」と訳出する。
₃₅ Ph のみにみえる ljang khuという読みを取る。他のカンギュル諸資料がとる ja gong



























     nāhetukaṃ nāpratyayaṃ tathāgatā arhantaḥ samyaksaṃbuddhāḥ smitaṃ prāduṣkurvanti 
? ko bhagavan hetuḥ, kaḥ pratyayaḥ smitasya prāduṣkaraṇāya? ?AsP Ch. XXVII, 
p. ₂₂₆, ll. ₁₆?₁₈?
     　「供養されるべき、完全なさとりを得た如来は、理由もなく、いわれもなく微
笑をお示しにはならないものです。世尊よ、〔世尊がいま〕微笑を浮かべられた
理由は何でしょうか、いわれは何でしょうか」（梶山他［₁₉₈₀：₂₈₁］）





































































    【讖】 「説摩訶衍品（*mahāyānaparivarta）時」
    【護】 「仏時説斯大乗法典（*mahāyāna-sūtra?-parivarta）」」
   それらに対して、【天】では本節末尾の部分を次節の末尾に回して、以下のように、
蔵訳とほぼ同様に造る。
    【天】「聞仏説本事因縁、及聞舍利子説是語已」




















    【讖】 「舍利弗、摩訶目犍連、阿難、舍比、摩訶迦葉、䗍越（*Revata）、難頭、耶
和致、難離、分耨頭陀、須菩提」
    【護】 「舍刹弗、大目犍連、大迦葉、離越（*Revata）、阿難、律惒利、分耨文陀尼
子、尊者須菩提」
    【天】 「舍利子、大目乾連、大迦葉、阿泥盧馱、優波離、富樓那、須菩提」











₄₅ mtshams ma mchis pa lnga：*pañca-ānantarya.【讖】「五逆悪」【護】「五逆罪」【天】
（欠）

















₄₆ 五無間業と大声聞を対比させる言説は Vimalakīrtinirdeśa Ch. VII, §₄?₅ や Śūraṅga-
masamādhi にもみられる。拙著［₂₀₁₂：₇₃］参照。
₄₇ thams cad mkhyen pa’i ye shes kyi snod ma lags par gyur na? 【讖】「其器者以不堪菩薩
心」【護】「於茲仏慧、無罣礙智非是仏器」
   声聞や阿羅漢を「器」（*bhājana?*pātra）でない、とする記述はいくつかの〈文殊系
経典〉で共通してみられる。特に Śūraṅgamasamādhi では、以下のように、本経と同
様「五無間業」と対比するようなかたちで説かれることは注目に値する。
     「所以者何？五逆罪人聞是首楞嚴三昧、発阿耨多羅三藐三菩提心已、雖本罪縁墮
在地獄、聞是三昧善根因縁、還得作佛。世尊！漏尽阿羅漢猶如破器、永不堪任受
是三昧」（T. No. ₆₂₄ ₁₅.₆₄₃a₇?₁₀）
     de ci’i slad du zhe na? bcom ldan ’das mtshams ma mchis pa lnga dang ldan pas ni 
dpa’ bar ’gro ba’i ting nge ’dzin ’di thos nas bla na med pa yang dag par rdzogs pa’i 
byang chub tu sems kyang bskyed la? des sngon sdig pa’i las bgyis pas ni sems can 
dmyal bar yang mchi mod kyi? ’on kyang dpa’ bar ’gro ba’i ting nge ’dzin gyi nang du 
yang chud par mchi’o?? dgra bcom pa zag pa zad pa shin tu bslabs pa snod du ma gyur 
pas dpa’ bar ’gro ba’i ting nge ’dzin la ci zhig bgyir mchis te? ?D No. ₁₃₂, mdo sde 
Da ₃₀₃a₄?₆?
   同経ではこの後「完器と破器」の比喩が説かれ、声聞と辟支仏は利他行を行えない
「破器」である、とされる。他に「阿羅漢や声聞は器でない」とする記述が見られるも
のとして、『入法界体性経』（T. No. ₃₅₅ ₁₂.₂₃₆a₂₁₂₅; D No. ₁₁₈, mdo sde Ja ₂₈₆a₇?b₁）
『文殊師利授記経』（T. No. ₃₁₀ ₁₁.₃₄₁b₃?₇; T. No. ₃₁₉ ₁₁.₉₀₇b₂₁?₂₈; D No. ₅₉, dkon 
brtsegs Ga ₂₆₅b₆?₂₆₆a₁）『大方広宝篋経』（T. No. ₄₆₂ ₁₄.₄₆₆b₁₆ff; T. No. ₄₆₁ ₁₄.₄₅₂b₂₃ff; 
D No. ₁₁₇, mdo sde Ja ₂₄₈a₆ff）などが挙げられる。これらは文殊が主要登場人物とし
て活躍する、いわゆる〈文殊系経典〉であるが、管見の限り、それら以外の典籍では、
阿羅漢や声聞、辟支仏などを「器でない」とする記述はそれほど頻出しないようであ
る。
₄₈ 蔵訳では以下の文章は丁寧表現にはなっていないものの、この部分より前の部分と
の統一を図って丁寧表現で訳出する。
102　（宮崎）
をもったものたち
49
に利益をもたらすものです。まさにそのように、世
尊よ、無上正等覚にむけて発心したところのその者たちは、デーヴァ
を含んだ世間に利益をもたらすものです」
 （大谷大学任期制助教　仏教学）
₄₉ 【護】では「一切群萌二足四足若多足」とし、蔵訳と類似する。
 〈キーワード〉普超三昧経、支婁迦讖、竺法護
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